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1979 年東大理□1 文□1 共通 

)1,0(),1,1(),0,1(),0,0( DCBA は、 

一次変換 tU によって、それぞれ )1,(),1,)1((),0,1(),0,0( 22 tttttt  に移る。 

一次変換 tV によって、それぞれ )1,0(),)1(,1(),,1(),0,0( 22 tttttt  に移る。 
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t≦1 のとき 0)( tS  

 

 

10 t≦ のとき )31)(1()1()1)(1(2)( 2 ttttttS   

増減は右の通りで、
27

32

3

2

9

16

3

1









S  

 

 

 

グラフは右図の通り。 )(tS の最大値は 
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